
GOOD NEIGHBORS
目指すのは大きなまちじゃない、選ばれるまち

～リノベーションまちづくり～





ターミナル駅のそばで

手を振りあう関係



気心の知れた知り合いに

会える気がする安心感



GOOD NEIGHBORS
-まちの「体温」をあげる-



まちづくりの完了？
まちのスタート？

「つくった時が最高地点」
のまちづくりからの脱却



改めて

千葉駅西エリア
を見てみると…



通路
（共用部）

デッキ
（道路）

軒先
（共用部＆道路）広場

（道路）

なんて豊かな

パブリックスペース！



きざし
西エリアに集い始めた 個性豊かな人たち



「千葉駅」エリアの
カラー（カルチャー）やシビックプライド

西エリアから

パブリック
スペース ×

欲しい暮らしを
自分でつくる

「人」



「日常」が価値に







小さな取り組みが

「日常」
を変え始めた



舞台は既にある
空間（遊休不動産）
人、歴史などの資源

補助金に頼らない
補助金がなければ
できないのは持続不可

スモールスタート
スモールエリア

低リスク・スピーディ
に目に見える変化を

地域内経済循環 財を流出させない

見た目の賑わい、
空家対策、起業が
目的ではない

まちの複合的な
課題解決と経営改善を
（縦割りからの脱却）



リノベーションスクール

グッドネイバーズスクール



空きガレージ→

コミュニティスペース



行政所有の緑地→

新たなチャレンジの場に



働き方も多様に



グラフ出典：千葉市HP
（千葉市都市計画の見直しの基本方針）

＜都市経営課題＞
就職のタイミングで流出



千葉の学生が
千葉で仕事をつくる



小さな動きが

大きな企業をも動かす







複数の動きがオーバーラップ
しながら面的なカラーを形成



きざし→変化



民間のプロジェクトにも
西エリアの変化を踏まえた

動きや評価

学生さんがエリアの魅力を発信するZINEを作成
女性向け旅行誌で裏チバ特集

都市文化賞受賞
店名やインスタで「裏チバ」

マンション広告に「裏チバに住まう価値」登場
・
・
・



エリア価値が
ビジネスを牽引

＆
エリアの価値に
共感した住まい手
が増えることに



消費者から
当事者へ

さらに

公共の一員へ



GOOD NEIGHBORS

文化、公共、そして自治...
まちの体温が上がってきた



千葉変わりそう・・・

目指すのは大きなまちじゃない

選ばれるまち



次の世代に誇れるまちを
ご一緒に


